


要約:順天堂大学において 1979 年から 1995 年の 17 年間に経験した SLE 合併妊娠 173 例に

ついてその後の児の予後を検討した。転帰別年次推移は、母体管理および血漿交換などに

よる胎児管理の向上に伴い、子宮内胎児死亡、自然流産が減少したため、死亡率は減少し

た。母体各種自己抗体と児の予後との検討では明らかに関連性が認められたものは抗リン

脂質抗体(LAC)のみであった。出生後の児の検討では早期産児、低出生体重児の頻度が多

く、NLE は 12%に認められた。また母より児に移行した抗核抗体は 6 ケ月以内に速やかに

消失するが、5 歳以降に再ぴ抗核抗体が再出現してくる症例があり、それは女児に有意に

多かった。SLE 母体より出生した児のアレルギー性疾患の発生率もコントロール群に比し

て有意に多かった。


